
『
論
語

義
疏
』

と
梁
代
仏
教

石

橋

成

康

中
国
仏
教
が
イ
ン
ド
仏
教
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
発
展
し
た
も
の

で
な
い
こ
ど
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
仏
教
思
想
史
か
ら
言
え
ば
、
六
朝

時
代
に
於
け
る
い
わ
ゆ
る

「格
義
仏
教
」
を
通
し
て
徐

々
に
中
国
仏
教

を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
受
容
の
過
程
に
お
い
て
問
題
ど

な
っ
た
こ
ど
は
精
神
が
不
滅
で
あ
る
か
ど
う
か
ど
い

う
、
い

わ

ゆ

る

「
神
不
滅
論
」
や
、
『
論
語
』
の
有
名
な
言
葉

「未
知
生
、
焉
知
死
。
」

的
中
国
的
世
界
観
ど
輪
廻
転
生
を
認
め
る
イ
ン
ド
的
世
界

観

ど

の
相

克
、
更
に
は
社
会
的
に
は
僧
ど
在
俗
の
王
ど
の
関
わ
り
を
問
う
た

「
不

敬
王
者
論
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
以
外
に
中
国
思
想
全
体
を

巻
き
込
ん
で
論
議
さ
れ
た
も

の
ど
し
て
は
、
人
の
生
ま
れ
持

っ
た
性
格

が
善
で
あ
る
か
悪
で
あ
る
か
ど
い
っ
た
、
仏
教
的
に
は
仏
性
仁
関
す
る

論
議
、
中
国
思
想
的
に
言
え
ぽ

「
性
善

・
性
悪
」
に
関
す
る
論
議
が
上

げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
問
題
は
中
国
仏
教
思
想
の
発
展
か
ら

み

て
、
「悉

有
仏
性
」
ど
い
う
中
国
仏
教

の
底
流
を
形
作

っ
た
こ
ど
は
言
を
待
た
な

い
。
特
に
当
時

の
文
化
を
担

っ
た
六
朝
時
代
の
貴
族

・
士
大
夫
の
間
に

お
い
て
は
、
仏
教
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
中
国
思
想
全
体
の
問
題
ど
し

て
議
論
さ
れ
、
ま
た
積
極
的
で
は
な
い
仁
し
ろ
、
後

の
朱
子
学
や
陽
明

学
に
も
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
仏
教
的
に
言
え
ば
人
は
仏
性
を
有

す
る
か
ど
う
か
の
問
題
、
中
国
思
想
的
に
言
え
ば

「性
善

・
性
悪
」

の

問
題
に
関
す
る
仏
教
側
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
機

(1
)

会
を
得
て
論
究
し
て
き
た
が
、

こ
こ
で
は
儒
学

・
経
学
の
中
に
み
ら
れ

る
仏
教
の
影
響
を
、
最
も
六
朝
的
な
経
書
に
関
す
る
著
作
で
あ
る
皇
侃

の

『論
語
義
疏
』
か
ら
探

っ
て
み
た
い
。

ま
ず

『
論
語
義
疏
』
の
著
者
で
あ
る
皇
侃
ど
仏
教

の
関
わ
り
で
あ
る

(2
)

が
、
そ

の
関
係
を
直
接
示
唆
す
る
も
の
は
、
『梁

書
』
や

『
南

史
』
に

残
さ
れ
る
彼
の
伝
記
に
は
な
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
彼

の
師

(3
)

で
あ
る
賀
賜
が
梁
の
武
帝
の

「
勅
答
臣
下
神
滅
論
」
に
答
え
た
も

の
が

弘
明
集
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、

五
経
博
士
ど
い
う
経
学
を
扱
う

地
位
に
い
た
賀
賜
で
さ
え
こ
の
よ
う
な
仏
教
の
論
壇

・
サ
ロ
ン
に
加
わ

ら
ね
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
梁
の
仏
教
王
国
に
お
い
て
、
そ
の
師
匠
ど
ど
も

に
員
外
散
騎
侍
郎
ど
し
て
朝
廷
に
列
し
て
い
た
皇
侃
自
身
も
仏
教
ど
無

縁
で
あ
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
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『論
語
義
疏
』
ど
梁
代
仏
教

(石

橋
)
 

九
〇

(4
)

杉
浦
豊
治
氏
は

「
論
語
皇
疏
ど
そ
の
論
理
」

で

こ
の
よ
う
に
南
北
朝
時
代
に
は
さ
な
が
ら
流
行
な
る
か
の
こ
ど
く
、
義
疏
あ

る
い
は
講
疏
と
い
う
名
称
を
経
書
の
解
に
か
む
せ
た
ど

い
う

こ
ど
、
…
…

(中
略
)
…
…
一
つ
仁
は
仏
書
の
解
釈
の
影
響
す
る
所
ど
な
っ
た
ど
い
う
こ

ど
、
こ
れ
を
度
外
仁
お
い
て
考
慮
す
る
こ
ど
は
、
む
つ
か
し
い
。

ど
述
べ
る
よ
う
に
、
『論
語
義
疏
』
ど
い
う
書
名
自
体
、
仏

教

・
儒

学

を
含
む

い
わ
ゆ
る
玄
学
の
影
響
を
現
わ
し
て
い
る
ど
言
え
よ
う
。
そ
の

書
名
に
限
ら
ず

『
論
語
義
疏
』
に
お
い
て
は
、
当
時

の
仏
教
者
が
好
ん

で
使

っ
た
仏
教
的
言
い
回
し
、
い
わ
ば
仏
教
的
思
想
語
彙
ど
も
言
え
る

(
5
)

も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
吉
川
忠
夫
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
例
え
ば

『
論
語
』

の

「
未
知
生
、
焉
知
生
。
」
は
季
路
の

「
問
事
鬼
神
。
」
ど
い

う
質
問

に
答
え
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
部
分
に
皇
侃
は
注
釈
し
て
次

の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

(
6
)

外
教
無
三
世
之
義
、
見
乎
此
句
也
。
周
孔
之
教
唯
説
現
世
。
不
明
過
去
未

来
。
政
言
鬼
神
在
幽
冥
之
中
、
其
法
云
何
也
。
此
是
問
過
去
也
。

こ
の
注
釈

に
お
い
て
は
皇
侃
は
、
「外
教
」
ど
い
う
本
来
仏
教

の
経

典

以
外

の
書
物
を
さ
す
仏
教
用
語
を
使
用
し
て
い
る
。
「外
教
」
ど

い
う

言
葉
に
は
も
ち
ろ
ん
人
間
内
部

の
問
題
を
扱
う

「
内
教
」
に
対
す
る
世

俗
の
あ
り
方
、
人
倫
の
あ
り
方
を
問
う

「
外
教
」
ど
い
っ
た
意
味
も
あ

ろ
う
が
、

や
は
り
内
教
は
外
教
よ
り
優
れ
て
い
る
ど
い
う
価
値
判
断
も

含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
様
な
価
値
判
断
が

『
論
語
』
の
注
釈
に
現

わ
れ
て

い
る
こ
ど
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
更

に
続

い

て

「
過

去
」
「現
在
」
「未
来
」
ど
い
っ
た
六
朝
士
大
夫
が
最
も
影
響
を
受
け
た

三
世
応
報
的
世
界
観
が
如
実
に
現
わ
れ
て
い
る
。
続
い
て

「未
知
生
、

焉
知
生
。
」
に
対
す
る
注
釈
で
は

亦
不
答
之
也
。
言
汝
尚
未
知
即
見
生
之
事
難
明
。
焉
能
予
問
知
死
後
也
。

ど
述
べ
る
。

こ
こ
で
皇
侃
は
孔
子
が
三
世
応
報

の
義
を
知

っ
て
い
た
の

だ
が
、
季
路
が
現
世

の
事
さ
え
満
足
に
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
答
え
な
か

っ
た
ど
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
学
に
対
す
る
考
え
方

は
慧
遠

の

『
三
報
論
』
な
ど
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
教

用
語
が
儒
教
の
基
本
的
な
典
籍
で
あ
る

『論
語
』
に
現
わ
れ
て
い
る
こ

ど
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
ま
た
彼
の
師

で
あ
る
賀
錫
は

『
勅
答

臣
下
神
滅
論
』
仁
対
す
る
回
答
の
中
で

(
7
)

係
孝
之
旨
愈
明
。
因
果
之
宗
彌
暢
。
蠣
山
粋
典
即
此
重
彰
。
株
水
清
教
於
弦

再
朗
。
讐
諸
日
月
無
得
瞼
焉
。

ど
述
べ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
嘱
山
の
粋
典
た
る
仏
典
ど
洪
水

の
清
教

た
る
儒
教
の
経
典
ど
は
日
ど
月
の
関
係
に
も
例
え
る
こ
ど
の
で
き
る
関

係
に
あ
る
ど
し
て
、
そ
の
両
老
の
関
係
は
ま

っ
た
く
同
等
で
あ
る
ど
見

な
し
て
い
る
。
そ
れ
仁
対
し
て
先
の
皇
侃
の
注
釈
で
は
仏
教
の
ほ
う
が

よ
り
内
的
側
面
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
ど
見
て

い
る
よ
う

に

思

わ

れ

る
。
同
じ
梁
代
に
生
き
た
経
学
者
で
あ
り
、
師
弟
関
係
に
あ

っ
た
賀
賜

が
明
ら
か
に
仏
教
を

「
因
果
之
宗
」
で
あ
る
ど
考
え
て
お
り
、
皇
侃
も

ま
た
当
時
の
一
般
的
士
大
夫

の
仏
教
観
ど
同
じ
く
仏
教
を
因
果
に
も
ど

つ
く

「
三
世
応
報
」
の
教
え
を
仏
教
の
重
要
な
教
義
ど
見
て
い
る
の
は
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興
味
深
い
点
で
あ
る
。

以
上
梁
代
の
仏
教
界
、
玄
学

の
中
で
問
題
ど
な

っ
た

「
三
世
応
報
」

的
世
界
観
が

『論
語
義
疏
』
に
与
え
た
影
響
を
見
て
き
た

の

で
あ

る

が
、
次
に
経
学
に
ど

っ
て
は
よ
り
重
要
な
問
題
で
あ
る
人
間
の

「性
命

観
」
に

つ
い
て
の

『論
語
義
疏
』
の
立
場
を
見
て
み
た
い
。
人
間

の
根

元
的
な
性
格
が
善
で
あ
る
か
悪
で
あ
る
か
ど
い
う
問
題
は
、
儒
家
に
ど

っ
て
は
人
間
が
聖
人
の
立
場
に
至
れ
る
か
を
含
む
問
題
で
あ
り
、
礼

の

教
え
、
政
治
倫
理
ど
し
て
為
政
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
で
は
な
く
自
我

を
救
い
得
る
教
え
ど
し
て
個
人
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
で

あ

っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
儒
教
が
よ
り
普
遍
的
な
教
え
ど
し
て
成
立
す

る
重
要
な
要
素

で
あ

っ
た
ど
言
え
よ
う
。
そ

の
た
め
孟
子
ど
筍
子
の
学

説

の
違
い
を
見
る
ま
で
も
な
く
漢
代
か
ら
宋
明
理
学
に
至
る
ま
で
問
わ

れ
続
け
た
問
題
で
あ

っ
た
。
梁
代
に
お
い
て
は
仏
教
界
に
お
い
て
も
漸

悟
ど
頓
悟

の
論
争

の
中
で
同
様

の
議
論
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
玄

学

の
発
展

に
即
し
た
時
代
的
思
潮
は

『
論
語
義
疏
』
に
も
影
響
を
与
え

て
い
る
。
『論
語
』
衛
霊
公
篇

の

子
日
、
有
教
無
類
。

に
対
す
る
皇
侃

の
疏
に
は

世
威
知
斯
言
之
崇
教
、
未
信
斯
理
之
諒
深
。
生
生
之
類
、
同
稟

一
極
。
難
下

愚
之
不
移
、
然
化
所
遷
者
其
万
倍
也
。
生
而
聞
道
、
長
而
見
教
、
処
之
以
仁

道
、
養
之
以
徳
、
與
道
終
始
。
為
乃
非
道
者
、
余
所
不
能
論
之
也
。

ど
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
皇
侃
は

「
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
も

の
は
ど

も
に
究
極
的
立
場
を
天
か
ら
受
け
て
い
る
。
」
ど
す
る
。
す
な
わ

ち
皇

侃
に
ど

っ
て
人
間
は
教
化
に
よ
っ
て
聖
人
に
至

る
芽
を
持

っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
『論
語
』
陽
貨
篇
に
見
え
る

「賢
者

ど
愚
者
は
賢
愚
の

ま

ま

変
わ
る
こ
ど
が
な
い
。
(上
智
ど
下
愚
は
移
ら
ず
。
)」
を
引
用

し

た
後
、

皇
侃
は
愚
者
は
愚
者
ど
し
て
変
わ
る
こ
ど
が
な
く
て
も
、
そ
れ

で
も
教

育
に
よ
っ
て
道
を
体
得
す
る
ど
述
べ
る
の
で
あ

る
。
で
は
皇
侃
が
こ
こ

で
述
べ
る

「
生
生
之
類
、
同
稟

一
極
。
」
の

「
一
極
」
ど
は
ど
の

よ

う

な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
皇
侃
が
使
用
し
た

二
極

の
意
味
に
近
い
例
ど
し

て
は
、
管
見

の
及
ぶ
限
り
六
朝
宋
代
の
謝
霊
運

の

『
弁
宗
論
』
に
表
れ

る

一
極
が
あ
る
。

(
8
)

釈
氏
之
論
、
聖
道
錐
遠
、
積
学
能
至
、
累
誰
鑑
生
、
方
応
漸
悟
。
孔
子
之

論
、
聖
道
既
妙
、
錐
顔
殆
庶
、
体
無
鑑
周
、
理
帰

一
極
。

こ
こ
で
謝
霊
運
は
仏
教
ど
儒
教

の
聖
人
観
を
比
較
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
仏
教
に
ど

っ
て
聖
な
る
道
は
、
学
を
積
み
、

至
る
こ
ど
の
出
来
る
も

の
で
あ
る
ど
し
、
儒
教

に
お
け
る
聖
な
る
道
は
弟
子
の
顔
回
ど
難
ど
も

到
達

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
無
を
体
得
す

れ
ば

一
極
に
帰

一
す
る

ど
述
べ
る
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
こ
こ
で
謝
霊
運
は
儒
教
を

「
有
」
の

教
え
で
あ
り
、
儒
教
に
欠
け
た

「無
」
を
体
得
す
れ
ば

一
極
の
究
極
的

境
地
に
悟
入
出
来
る
ど
考
え
て
お
り
、
そ

の
底

に
は
人
間

の
根
元
的
性

格
は
悟
り
得
る
も
の
で
あ
る
ど
す
る
思
想
が
あ

っ
た
。
こ
こ
に
玄
学
の

影
響
を
見
る
こ
ど
も
で
き
、
ま
た
謝
霊
運
が
師
事
し
た
竺
道
生
の
影
響

も
見
る
こ
ど
が
出
来
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
彼

の
述

べ

る
。
「
一
極
」
に

『論
語
義
疏
』
ど
梁
代
仏
教

(石

橋
)
 

九

一
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『
論
語
義
疏
』
ど
梁
代
仏
教

(石

橋
)
 

九
二

は
皇
侃

の

「
生
生
之
類
、
同
稟

一
極
。
」
の

一
極
ど
同
様
の
傾
向

が

み

ら
れ
る
。
少
し
時
代
は
下
る
が
、
同
様

に
竺
道
生
か
ら
教
え
を
受
け
た

南
斉
の
劉
軋
は
彼

の
著
に
な
る

『無
量
義
経
』
序

で

(9
)

夫
三
界
群
生
随
業
而
転
。
一
極
正
覚
、
任
機
而
通
。
流
転
起
滅
者
、
必
在
苦

而
希
楽
。
此
叩
聖
之
感
也
。
順
通
示
現
者
、
亦
施
悲
而
用
慈
、
即
救
世
之
応

也
。

ど
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
劉
糺
は

「
究
極
的
悟
り
ど
い
う
も
の
は
そ
れ

ぞ
れ

の
機
根
に
対
応
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
流
転
し
て
い
る

も
の
は
苦
界

の
中
で
楽
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
聖
人
を
訊
ね
る

端
緒
ど
な
る
。
既
に
道
に
従

っ
て
現
わ
れ
た
者
は
慈
悲
を
行
な
う
。
こ

れ
が
世
を
救
う
働
き
ど
な
る
。
」
ど
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
劉
糺

は
現

世

の
教
え
で
あ
る
儒
教
ど
慈
悲
の
教
え
で
あ
る
仏
教
ど
を
比
較
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
劉
軋
ど
同
時
代
で
あ
る
南
斉
尭
陵
王
薫
子
良
の

『
浄
住
子
浄
行
法
門
』
で
は

一
極

で
は
な
い
が

(
1
0
)

稟
天
性
所
極
、
資
敬
道
所
崇
、
羽
毛
共
以
勢
、
輪
軌
相
為
通
。

ど
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
も
薫
子
良
は
天
か
ら
受
け
た
性
格

の
究
極
的
な
も
の
ど
儒
教

の
孝
は
矛
盾
し
な
い
一
極
で
あ
る
ど
す
る
の

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
南
斉
か
ら
梁
代
に
か
け
て

一
極
ど
い
う
言
葉
は
六
朝

士
大
夫
が
議
論
す
る
際
、
儒
教
ど
仏
教
が
現
世

の
教
え
で
あ
る
か
因
果

応
報

の
教
え
で
あ
る
か
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
究
極
的
に
は
同

一
で
あ
る

こ
ど
を
証
明
す
る
時
に
ょ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
ど
が
わ
か
る
。
こ
の

よ
う
な
言
葉
が
仏
教
者
の
口
か
ら
で
は
な
く
、

経
書

の
注
疏
で
あ
る
皇

侃
の

『
論
語
義
疏
』
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
ど
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ

う
。
以
上
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
の
六
朝
仏
教
は
格
義
仏
教
ど
し
て
中
国

思
想
を
い
か
に
援
用
し
つ
つ
発
展
し
た
か
に
つ
い
て
は
よ
く
論
究
さ
れ

て
き
た
が
、
反
対
に
六
朝
時
代
に
お
い
て
仏
教
が
経
学
に
与
え
た
部
分

も
あ
る
こ
ど
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

1
 
拙
著

「沈
約
の
仏
教
観
」
(印
度
学
仏
教
学
研
究
三
二
巻
二
号
)
「支
遁

に
お
け
る
至
人
ど
仏
教
」
(法
然
学
会
論
叢
六
号
)
等
参
照
。

2

『
梁
書
』
巻
四
入

3

『弘
明
集
』
(大
正
五
二
・
六
五
頁
中
)

4

『金
城
国
文
』
十
六
巻

四
五
頁

5

『大
乗
仏
典

・
四

弘
明
集
・
広
弘
明
集
』

(中
央
公
論
社
刊
)
四
二

二
頁

6

『論
語
義
疏
』
先
進
篇

7

『弘
明
集
』
(大
正
五
二
・
六
五
頁
中
)

8

『広
弘
明
集
』
(大
正
五
二
・
二
二
四
頁
下
-
二
二
五
頁
上
)

9

『無
量
義
経
』
(大
正
九

・
三
八
三
頁
中
)

10

『広
弘
明
集
』
(大
正
五
二
・
三
一
四
頁
下
)

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
 
格
義
仏
教

(
仏
教
大
学
非
常
勤
講
師
)
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